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【対象】1991 年から 2003 年までに、大阪市立大学医学部附属病院皮膚科を受診した皮膚原発悪性
黒色腫患者 103 例。 
【方法】11 の患者属性因子を選択し、生存分析による予後因子の検討を行った。まず、全例につい
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Tumor Thickness が 4 ㎜を超える群では、Tumor Thickness は独立した予後因子として選択されな
かった。 
【結論】Tumor Thickness が厚く、男性で、頭頚部または体幹原発である場合、より予後が不良に
なると考えられた。中でも、Tumor Thickness が最も重要な予後因子であった。また、これらは、
欧米の研究結果とおおむね同様であった。 
 
以上のように、本研究は本邦の悪性黒色腫において各因子が予後に与える影響を、多変量解析の手法
により明らかにし、本症の適切な治療法選択や正確な予後予測に大きく貢献したと考えられる。よっ
て、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
